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6
月
5
日
、大
越
こ
ど
も
園
で
「
防
犯
指
導
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
常
葉
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
「
ふ
れ
愛
隊
と
き
わ
」、「
ゆ
め
き
り
ん
」

の
皆
さ
ん
が
、初
め
て
一
緒
に
活
動
し
ま
し
た
。

園
児
72
人
が
見
守
る
中
、「
ふ
れ
愛
隊
と
き
わ
」

４
人
、「
ゆ
め
き
り
ん
」
３
人
の
方
が
、
人
形

劇
と
腹
話
術
の
形
式
で
、
園
児
に
分
か
り
や
す

い
よ
う
に
、
防
犯
の
大
切
さ
を
教
え
ま
し
た
。

今
回
は
大
越
地
区
で
の
支
援
を
、
常
葉
地
区
の

団
体
が
協
力
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
地
区
の
垣

根
を
越
え
た
支
援
も
、
学
校
支
援
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
活
動
を
振
り
返
り
、
参
加
者
か
ら
は
「
子
ど

も
た
ち
が
元
気
で
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
声
が

多
く
聞
か
れ
、
充
実
し
た
支
援
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。
２
団
体
は
今
後
も
一
緒
に
活
動
し
て
い

く
予
定
で
す
。
今
年
中
に
は
紙
芝
居
の
披
露
も

考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

「
ふ
れ
愛
隊
と
き
わ
」

　
石
井
与
一
郎
さ
ん
、
早
川
栄
二
さ
ん
、

　
管
野
公
治
さ
ん
、
吉
田
忠
さ
ん

「
ゆ
め
き
り
ん
」

　
岡
田
景
子
さ
ん
、
白
岩
聖
枝
さ
ん
、

　
郡
司
千
春
さ
ん

●
学
校
支
援
と
は
？

　
学
習
支
援
活
動
や
登
下
校
の
見
守
り
な
ど
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
支
え
、
見
守
っ
て

い
き
、
学
校
教
育
の
充
実
と
地
域
の
活
性
化
を

図
る
も
の
で
す
。
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『
古こ

も
ん
じ
ょ

文
書
』

　
過
去
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
現
在
に
伝
え
る

古
文
書
は
、
地
域
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
上
で

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
で
す
。

　
市
内
に
は
、
南
北
朝
期
の
田
村
庄
守
山

社
な
ど
に
関
す
る
古
文
書
や
戦
国
期
の
田
村

氏
に
関
す
る
古
文
書
（
市
指
定
有
形
文
化
財

「
田た
む
ら
き
よ
あ
き
み
ょ
う
せ
き
あ
ん
ど
じ
ょ
う

村
清
顕
名
跡
安
堵
状
」
※
写
真
）
な
ど
の
中

世
文
書
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
近
世
文
書
で
は
、
藩

な
ど
の
支
配
文
書
か
ら
、
寺
社
文
書
、
村む
ら
か
た方
（
庄

屋
）
文
書
、大
工
文
書
（
市
指
定
有
形
文
化
財
「
横

田
家
大
工
文
書
」）
な
ど
多
種
多
様
な
古
文
書
が

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
和
紙
に
墨
で
書
か
れ
た
古
文
書
は
、
過
去
に
お

い
て
記
録
や
伝
達
の
重
要
な
手
段
と
な
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
一
見
し
た
だ
け
で
は
解
読
や
解
釈
が

難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
蔵
な
ど
に
し

ま
い
込
ま
れ
た
ま
ま
と
な
り
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
廃
棄
処
分
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
解
読
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
船
引
地
方
史
研
究

会
々
員
が
講
師
と
な
り
、
古
文
書
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
船
引
公
民
館
（
(
82
-1
1
3
3
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
古
文
書
を

お
持
ち
で
、
今
後
の
保
管
に
お
困
り
の
方
、
土
蔵

等
の
取
り
壊
し
に
伴
い
処
分
を
お
考
え
の
方
は
、
生

涯
学
習
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

次回は「芦沢花立制札場跡と岩城街道」を紹介する
予定です。田村市の文化財一覧はこちら▶▶▶

天正 10（1582）年 2月 17 日に田村清顕が、上堀越助八郎（船引町堀越にいた武士）に、上堀越氏
の名跡（跡

あとめ
目）を安堵し、今後とも奉公を命じた文書。

今
般
上
堀
越
名

今
般
上
堀
越
名

代
侘
言
候
間
任
其
意
候

代
侘
言
候
間
任
其
意
候

向
後
奉
公
之
儀
各
々

向
後
奉
公
之
儀
各
々

同
前
可
有
之
候
為
後
日

同
前
可
有
之
候
為
後
日

如
件
如
件

天
正
十
年
壬
午

天
正
十
年
壬
午

貳
月
十
七
日
清
顕
（
花
押
）

貳
月
十
七
日
清
顕
（
花
押
）

上
堀
越
助
八
良
と
の

上
堀
越
助
八
良
と
の

「ゆめきりん」(左)と「ふれ愛隊ときわ」(右)の皆さん
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＃
田
村
市
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
ル
ー

＃
男
性
ク
ル
ー　
＃
田
村
市
の
力

＃
地
元
に
貢
献

さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
私
は
第
9
期
田
村

市
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
ル
ー
の
吉
田

夏
樹
で
す
。

　
私
は
同
じ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
ル
ー
の
平
紘こ
う
だ
い大

さ
ん
同
様
、第
1
期
以
来
の
男
性
ク
ル
ー
で
す
。

そ
ん
な
私
が
「
な
ぜ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
ル
ー
に

志
願
し
た
の
か
」
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
一
番
大
き
か
っ
た
の
は
姉
の
存
在
で
す
。
実

は
、
私
の
姉
も
田
村
市
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク

ル
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
地
元
田
村
市
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
活
動
で

貢
献
し
て
き
た
姉
を
間
近
で
見
て
、
“
自
分
も

姉
と
同
じ
よ
う
に
田
村
市
の
力
に
な
り
た
い
”

と
思
っ
た
の
が
、
応
募
し
た
き
っ
か
け
で
す
。

そ
れ
に
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
ル
ー
の
活
動
を
通

し
て
、
田
村
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
中

で
、
皆
さ
ん
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
お
手
伝
い

皆

※写真：灯籠流しと花火大会で田村市の観光をPR  
　　　　した吉田さん（右）

や
司
会
進
行
、
田
村
市
の
P
R
な
ど
、“
め
っ

た
に
体
験
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
し
て
み
た

い
”
と
思
っ
た
の
も
理
由
の
一
つ
で
す
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
ル
ー
と
し
て
、
た
く
さ
ん

の
経
験
を
通
し
て
、
田
村
市
の
魅
力
を
た
く
さ

ん
伝
え
て
い
き
ま
す
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
見

か
け
た
際
は
ぜ
ひ
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
と
う

れ
し
い
で
す
。

We  are  CAMPAIGN  CREW
We  are  CAMPAIGN  CREW吉田 夏樹吉田 夏樹さんさん

フォローしてね！市公式

市の魅力や観光情報をキャンペ
ーンクルーと共にお届けします。

問産業部 観光交流課
　(81-2136

Instagram（インスタグラム）
Advertisement広告欄

医療法人　佑和会

雷クリニック
理事長　医学博士　雷 毅

一般内科診療、消化器・肝臓病診療、胃カメラ、
大腸カメラ、日帰り胃・大腸ポリープ切除術、
訪問診療、一般健康診断、ドックなどを行って
います。

TEL  0247-62-6333
三春駅前：三春町担橋 2-1-2

スズメバチ駆除の専門家の店 ルイワン
代表 農学博士 大類幸夫が駆除します！

独創的な駆除法で高所の巣でも低料金！
急な駆除依頼にも即日対応！

ハチの駆除後も保証！
建物を壊さずに駆除！

スズメバチ駆除 ： 11,000 円～
アシナガバチ駆除 : 5,500 円～
２個目の巣から半額！出張費なし

年中無休

電話：024-923-1563  住所：郡山市富久山町福原字境田 50-2

スズメバチ博士 検 索

有料広告募集中
問い合わせ…総務部 総務課（(0247-81-2117）へ


